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特集

永源山公園「ゆめ風車」
選挙制度が変わります
「海王丸」がやってくる！
まちづくり総合計画審議会委員の募集
ポリオ予防接種の実施について
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平
成
２
年
、旧
新
南
陽
市
は
オ
ラ
ン
ダ

の
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
と
姉
妹
提
携
を
結
び

ま
し
た
。
そ
し
て
友
好
の
し
る
し
と
し
て
、

ま
た
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
と
の
交
流
や
市
民

が
生
き
生
き
と

活
動
す

る
た
め
の
施
設
と
し
て
平
成
７
年
、「
ゆ
め

風
車
」
を
造
り
ま
し
た
。
名
前
の「
ゆ
め
風

車
」
は
全
国
か
ら
募
集
し
た
も
の
の
中
か

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
ゆ
め
風
車
」
は
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
に
実

際
に
あ
る
風
車
「
A
E
O
L
U
S
（
エ
オ

リ
ス
）」
を
モ
デ
ル
に
建
設
し
た
、バ
ル
コ
ニ
ー

が
付
い
た
８
角
形
の
風
車
で
す
。

周
南
市
が
誕
生
し
て
も
う
す
ぐ
１
年
。

今
回
は
、市
の
シ
ン
ボ
ル
の
１
つ
と
し
て

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
永
源
山

公
園
の「
ゆ
め
風
車
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
際
交
流
が
生
ん
だ
周
南
市
の
シ
ン
ボ
ル

オ
ラ
ン
ダ
の
風
が
吹
く

永
源
山
公
園

ゆ
め
風
車

オ
ラ
ン
ダ
の
風
が
吹
く

永
源
山
公
園

ゆ
め
風
車
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風
車
を
動
か
す
原
動
力
は
風
で
す
。
羽

根
が
風
の
力
に
よ
っ
て
回
転
し
、そ
の
力
は

上
部
の
歯
車
か
ら
主
軸
に
伝
わ
り
、主
軸

ゆめ風車の仕組み
種類 ８角形バルコニー風車
用途 粉ひき風車
構造 鉄筋コンクリート造、地上７階、

高さ24C、羽根の直径24．66C
※材料に使われた木及び鉄、羽根、
石うすはオランダ製

t羽根
yブレーキレバー
uブレーキ
i石うす
o風向調節ウィンチ

qウィンドシャフトフロア 羽根が受け
た風の力を、石うすにつながる主軸に
伝えます

wホイストフロア １階から穀物などを
吊り上げるための機械があります。また、
石うすに動力を伝えるため、歯車のかみ
合わせ作業を行います

eスパーウィルフロア 穀物を粉にす
る粉ひき部屋で、直径約1.5Cの石う
すが２基あります

rステージフロア 石うすでひいた粉
を袋詰めにし１階に降ろしたり、バルコ
ニーに出て風車を運転する作業などを
するところです

オ
ラ
ン
ダ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
北
部
に
位

置
し
、面
積
４
万
１
８
６
４
h
、人
口
約
１

５
６
０
万
人
で
、１
h
当
た
り
の
人
口
は

約
４
５
０
人
と
、世
界
の
中
で
も
人
口
密

度
の
高
い
国
の
１
つ
で
す
。
ま
た
、そ
の
国
土

の
約
半
分
は
海
面
よ
り
も
低
く
、「
ポ
ル
ダ

ー
」
と
呼
ば
れ
る
堤
防
に
囲
ま
れ
た
平
坦

な
干
拓
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
に
初
め
て
風
車
が
姿
を
現
し

た
の
は
13
世
紀
で
、最
初
は
産
業
の
原
動

力
と
し
て
利
用
さ
れ
、主
に
粉
ひ
き
用
に

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
15
世
紀
に
な
る
と
、

水
害
を
防
ぐ
た
め
の
排
水
用
と
干
拓
用

と
し
て
、各
地
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、19
世
紀
に
は
オ
ラ
ン
ダ
全
土
で
９
０
０

０
基
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、約
１
０
０
０
基
に
減
少
し
、オ

ラ
ン
ダ
政
府
も
保
護
文
化
財
と
し
て
、風

車
の
保
存
に
努
め
て
い
ま
す
。

デルフザイル市 

アムステルダム 

オランダ 

風
車
の
国

オ
ラ
ン
ダ

風
車
の
中
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

の
歯
車
が
回
転
し
、下
部
の
石
う
す
を
回

し
ま
す
。
実
際
の
風
車
の
内
部
は
こ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Delfzijl

デルフザイル市
オランダの東北部に位置する、面積
約50H、人口約３万人の北海に面し
た港湾都市で、化学工業が盛んなま
ちです。また、その周辺部にはのどか
な田園風景が広がり、歴史と伝統の
残ったまちでもあります
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り
で
し
た
。
そ
し
て
、そ
の
団
結
の
象
徴
と

し
て「
カ
ロ
ヨ
ン（
鐘
）」
は
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
。「
カ
ロ
ヨ
ン
」
は
時
を

告
げ
る
だ
け
で
な
く
、演
奏
楽
器
と
し
て

そ
の
都
市
特
有
の
旋
律
を
代
々
伝
え
て
き

ま
し
た
。

ゆ
め
風
車
に

通
じ
る
道
の
中

ほ
ど
に
こ
の「
カ

ロ
ヨ
ン
」
が
あ
り

ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
都
市
が
集
合
し
て
国
家

を
作
り
上
げ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
と
っ

て
、都
市
は
歴
史
と
伝
統
を
重
ん
じ
る
誇

だ
れ
が
風
車
を

動
か
し
て
い
る
の
？

オ
ラ
ン
ダ
の
風
と
香
り
に

出
会
え
る
永
源
の
丘

に
セ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る

布
製
の
帆
を
羽
根
の

中
央
か
ら
手
で
張
っ
て

降
り
ま
す
。セ
イ
ル
は

風
の
強
さ
に
よ
っ
て
４

枚
の
羽
根
全
て
に
張
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、２

枚
だ
け
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

羽
根
の
全
面
に
張
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、一

部
を
巻
い
て
お
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

準
備
が
完
了
し
安
全
確
認
の
後
に
ブ
レ

ー
キ
レ
バ
ー
を
操
作
し
ブ
レ
ー
キ
を
緩
め
る

と
、４
枚
の
羽
根
は
風
を
捕
ら
え
て
勢
い
よ

く
回
り
始
め
ま
す
。

●
風
車
守
の
皆
さ
ん
か
ら

「
風
の
強
さ
や
角
度
に
よ
っ
て
、セ
イ
ル
の

張
り
具
合
や
羽
根
の
方
向
を
調
節
し
ま

す
。
風
向
き
は
季
節
や
天
候
、時
間
帯
に

よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、１
日
に
何
回
も
羽

根
の
方
向
を
調
節
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
が
、今
で
は
経
験
で
大
体
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
気
候
が
良
く
な
る
と

『
ゆ
め
風
車
』
に
は
、１
日
に
１
０
０
０
人

以
上
が
訪
れ
ま
す
。
風
車
の
機
構
説
明
や

ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン
の
体
験
演
奏
も
で

き
る
の
で
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
」

■
風
車
を
運
転
す
る
風
車
守

７
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
オ
ラ
ン

ダ
の
風
車
に
は
、今
も
手
作
業
が
い
た
る

所
に
残
さ
れ
て
い
て
、風
車
守
と
呼
ば
れ
る

人
た
ち
が
風
車
を
動
か
し
て
い
ま
す
。「
ゆ

め
風
車
」で
も
５
人
の
風
車
守
が
交
代
で
、

昔
な
が
ら
の
方
法
で
運
転
し
て
い
ま
す
。

■
風
車
が
回
り
始
め
る
ま
で

最
初
に
、雲
の
流
れ
や
工
場
か
ら
で
る

煙
を
手
が
か
り
に
、ウ
ィ
ン
チ
を
操
作
し
な

が
ら
キ
ャ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
頭
の
部
分
を
ゆ

っ
く
り
と
回
し
て
、羽
根
を
風
上
の
方
向

に
合
わ
せ
ま
す
。

次
に
、木
で
で
き
た
格
子
を
登
り
、羽
根

ゆ
め
風
車
に
通
じ
る
道

ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン

ゆ
め
風
車
１
階
に
展
示
さ
れ
て
い

る
ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン
は
、厚
紙
に

穴
を
空
け
た
折
り
た
た
み
式
の
楽
譜

を
セ
ッ
ト
し
、ハ
ン
ド
ル
を
手
で
回
す

と
、パ
イ
プ
に
空
気
が

送
ら
れ
て
曲
が
演
奏

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
発
明

さ
れ
た
ス
ト
リ
ー
ト

オ
ル
ガ
ン
は
、オ
ラ
ン
ダ
で

は
今
も
根
強
く
受
け
継
が
れ
て
、街

頭
や
公
園
で
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。

オランダや日本の曲など
22曲分の楽譜があります
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２
階
の
展
示
室
で
は
、デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、オ
ラ
ン
ダ
北

部
地
方
に
お
け
る
20
世
紀
初
期
の
風
車

守
や
婦
人
の
衣
装
、農
具
、日
用
品
、オ
ラ

ン
ダ
王
家
に
関
す
る
品
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

当
時
の
生
活
様
式
は
現
代
の
生
活
様

式
と
比
較
す
る
と
、質
素
で
自
然
に
密
着

し
て
い
て
、道
具
や
日
用
品
の
ほ
と
ん
ど
が

永源山公園で行われる主な催し
○永源山公園つつじ祭り

5月3日（祝）～5日（祝）

10時～16時

バザー、フリーマーケット、

各種催し

○ゆめ風車まつり

10月（予定）

バザー、市民パフォーマン

ス、工作、フリーマーケット、

各種催し

○チューリップ満開作戦

10月（予定）

ゆめ風車周辺にチューリッ

プの球根を植え付け

●永源山公園管理事務所
10834―63―7899

特集 オランダの風が吹く

永源山公園「ゆめ風車」

木
、鉄
ま
た
は
粘
土
を
材
料
に
し
た
手
製

品
で
す
。
衣
料
は
実
用
的
で
羊
毛
、麻
及

び
綿
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
地
方
の
多
く
の
人
た
ち
は
パ

ン
職
人
、風
車
守
、大
工
、鍛か

冶じ

職
人
な
ど

の
手
工
業
職
人
か
農
業
に
従
事
し
、ほ
と

ん
ど
の
家
庭
は
自
給
自
足
の
生
活
を
し
て

い
ま
し
た
。

演
奏
、演
奏
体
験
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、歩
行
が
困
難
な
ど
の
理
由
が
あ

る
人
は「
ゆ
め
風
車
」
ま
で
自
分
の
車
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
永
源
山
公
園
管
理

事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

夜
間
は
21
時
ま
で
「
ゆ

め
風
車
」
を
照
明
が
照
ら
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

永
源
山
公
園
管
理
事
務
所

1
０
８
３
４
―
63
―
７
８
９
９

ゆ
め
風
車
展
示
室

春
を
迎
え
る
永
源
の
丘

春
を
迎
え
、永
源
山
公
園
は
サ
ク
ラ
や

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、ツ
ツ
ジ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

花
で
彩
ら
れ
ま
す
。

永
源
の
丘
の
風
を
羽
根
い
っ
ぱ
い
に
受
け

て
回
る
「
ゆ
め
風
車
」の
も
と
で
オ
ラ
ン
ダ

の
風
を
感
じ
て
、広
場
い
っ
ぱ
い
に
咲
い
た

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
香
り
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
ゆ
め
風
車
ご
案
内

開
館
時
間

10
時
〜
15
時（
展
示
室
）

休
館
日

毎
週
火
曜
日
、年
末
年
始

風
車
の
運
転
な
ど

開
館
時
間
中
は
随

時
運
転
し
て
い
ま
す
。
風
車
守
に
よ
る
風

車
の
機
構
説
明
や
ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン
の

私たちも
お手伝いします

●ふれあいボランティアの会

「市の職員が不在の休日に、車いすや

ベビーカーの貸し出しなどを行ってい

ます。１人でも多くの人に永源山公

園の魅力を知っていただき、また、楽

しんでほしいですね」

木靴は表面がぬれて
も中が温かく低湿
地帯での生活
に適してい
ました



４
月
１
日
か
ら
次
の
３
つ
の
公
園
を

開
設
し
ま
す
。

新
地
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

２
か
所
に
滑
り
台
が
つ
い
た
複
合
遊

具
や
、青
空
の
も
と
毎
日
気
軽
に
運
動

で
き
、健
康
の
増
進
に
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
健
康
遊
具
が
あ
り
ま
す
。

住
所

新
地
２
丁
目
１
５
４
番

面
積

３
０
１
８
g

施
設

複
合
遊
具
・
健
康
遊
具
・
ス
プ

リ
ン
グ
遊
具
・
休
憩
施
設
・
多
機
能
便

所
な
ど

新
地
公
園

こ
の
公
園
の
健
康
遊
具
は
足
裏
の
ツ

ボ
を
刺
激
す
る
も
の
で
、散
歩
気
分
で

歩
け
ば
、体
調
を
整
え
ス
ト
レ
ス
も
解

消
で
き
ま
す
。

住
所

新
地
３
丁
目
97
番
外

面
積

７
９
０
g

施
設

健
康
遊
具
・
休
憩
施
設
・
多
機

能
便
所

秋
月
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
公
園

幼
児
が
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
安
全

を
考
慮
し
、遊
具
の
下
に
ゴ
ム
マ
ッ
ト
や

芝
生
を
敷
い
て
い
ま
す
。

住
所

秋
月
４
丁
目
２
６
１
番

面
積

２
９
４
０
g

施
設

ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
・
砂
場
・
ブ

ラ
ン
コ・
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム・
休
憩
施
設

※
公
園
に
は
ゴ
ミ
箱
を
お
い
て
い
ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

都
市
整
備
課
1
０
８
３

４
―
22
―
８
４
０
２
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新
し
く
公
園
が
で
き
ま
す

設
置
場
所

期
日
前
投
票
所
で
は
、投
票
日
当
日

の
投
票
所
と
同
じ
配
置
で
、投
票
管
理

者
や
投
票
立
会
人
２
人
を
置
く
こ
と

に
な
り
、15
支
所（
徳
山
地
域
の
13
支

所
、新
南
陽
地
域
の
和
田
支
所
、熊
毛

地
域
の
八
代
支
所
）で
は
、場
所
や
要

員
の
確
保
が
難
し
く
、相
当
な
経
費
が

か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、選
挙
管
理
委
員
会
と
各

総
合
支
所
の
み
に
期
日
前
投
票
所
を

設
置
し
、15
支
所
に
は
設
置
し
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、周
南
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
な
ら
い
ず
れ
の
総

合
支
所
で
も
選
挙
管
理
委
員
会
と
同

様
に
、期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

受
付
時
間

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
８
時
30
分
か

ら
20
時
ま
で
で
す
。

老
人
ホ
ー
ム
や
指
定
病
院
に

入
所
・
入
院
中
の
人

今
ま
で
ど
お
り
、施
設
内
で
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、期

間
が
期
日
前
投
票
と
同
じ
く
、公
示
・

告
示
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で

に
な
り
ま
す
。

な
お
、滞
在
地
や
船
員
の
不
在
者
投

票
も
同
じ
で
す
。

期
日
前
投
票
制
度
の
創
設

今
ま
で
、投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、公
示
・
告
示
の
日
か

ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
し
た
が
、次
回
の
選

挙
か
ら
は
、公
示
・
告
示
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
期
日
前

投
票
所
で
投
票
日
と
同
じ
よ
う
に
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
の
方
法

公職選挙法の改正により、一
部投票方法が簡素化されました。

問合せ 選挙管理委員会事務局
10834―22―8521

選
挙
制
度

が
変
わ
り

ま
す

公
示
・
告
示
の
日
か
ら
投
票
日

前
日
ま
で
に
、不
在
者
投
票
所

で
投
票
用
紙
を
内
・
外
封
筒
に

入
れ
て
投
票
箱
に
入
れ
る

公
示
・
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら

投
票
日
前
日
ま
で
に
、期
日
前

投
票
所
で
投
票
日
と
同
じ
よ
う

に
投
票
用
紙
を
投
票
箱
に
入

れ
る

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人

こ
れ
か
ら（
期
日
前
投
票
）

今
ま
で（
不
在
者
投
票
）

選
挙
制
度

が
変
わ
り

ま
す



日時 講師 受講料

「ベンチャービジネス論・前期」（全６回） 徳山大学

４月14日（水）～６月23日（水） 菅原浩志さん 2,000円
17時～20時10分 （映画監督）ほか

「初級シスアド合格テクニック基礎編１」（全14回）
山口キャリアデザイン専門学校・徳山大学

４月16日（金）～７月23日（金） 杉林伸繁さん 3,000円
17時15分～20時15分 森野茂弘さん

「環境と住まい」（全８回） 徳山工業高等専門学校

５月６日（木）～６月24日（木） 木村武馬さん 2,000円
18時30分～20時 ほか

「ことばのなぞを解く」（全８回） 山口大学

５月10日（月）～７月５日（月） 太田聡さん 2,000円
15時～16時30分 ほか

「家族全員で学ぶ実践家庭学のすすめ」（全10回） 山口県立大学

５月11日（火）～９月28日（火） 相原次男さん 3,000円
19時～20時30分 ほか

「介護問題を理解するために」（全４回） 徳山大学

５月26日（水）～７月７日（水） 渡辺靖志さん 1,500円
18時～19時30分

7

県
内
５
つ
の
学
校
と
周
南
市
が
共
同

で
開
催
す
る
、平
成
16
年
度
の「
周
南
サ

テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
」
が
４
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。会
場
は
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

市
外
の
人
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
申
込
み

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
で
、希
望
講
座
名
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
書
い
て
、企
画
調
整
課
内
周
南

サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局
1
０
８
３

４
―
22
―
８
４
７
８
、5
０
８
３
４
―
22

―
８
４
７
５
、Ｅ
メ
ー
ルk

ik
ak
u
@
city
.

shunan.yam
a

guchi.jp

■
日
時
と
場
所

４
月
15
日（
木
）〜

19
日（
月
）徳
山
港
晴
海
ふ
頭

■
船
内
一
般
公
開

18
日（
日
）９
時

〜
11
時
・
13
時
〜
15
時
30
分
※
先
着

順
に
午
前
・
午
後
各
４
０
０
０
人
程
度

が
見
学
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他
の
見
ど
こ
ろ

入
港
・
歓
迎
式
典

４
月
15
日（
木
）９
時
〜
11
時

セ
イ
ル
ド
リ
ル（
帆
を
張
る
作
業
）

４
月
17
日（
土
）13
時
〜
16
時

出
港
・
登
し
ょ
う
礼（
乗
組
員
が
マ
ス
ト

に
登
り
別
れ
の
あ
い
さ
つ
）

４
月
19
日（
月
）14
時
〜

※
期
間
中
は
常
時
、岸
壁
か
ら
見
学
で

き
ま
す
。
夜
間
は
22
時
ま
で
電
飾
が
点

灯
さ
れ
、昼
と
は
違
っ
た
海
王
丸
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
交
通

徳
山
駅（
新
幹
線
口
）か
ら

徒
歩
約
15
分
。
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

は
徳
山
駅
前（
在
来
線
口
）か
ら
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
会
場
に

は
十
分
な
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
特
に
18
日（
日
）は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

商
工
観
光
課
内
「
海
王

丸
」
一
般
公
開
等
事
業
実
行
委
員
会

1
０
８
３
４
―
22
―
８
３
７
１

周
南
市
誕
生
１
周
年
記
念

「
海
王
丸
」
が
や
っ
て
く
る
！

徳
山
駅
が
私
の
キ
ャ
ン
パ
ス

周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ

主なお知らせ

全長約110m、幅約13.8m、深

さ約10.7mで４本のマストをも

ち、横帆・縦帆各18枚で、メイン

マストの高さは海上約50mにも

なります。

★平成16年度は、このほかにも各種講座が盛りだくさん。詳しくは、
その都度、広報やホームページでお知らせします。
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丸太がクマの彫刻に…。清水國明さんが操るチェーンソー
に、大人も子どもも目が釘付けになりました

森が、自然が、
僕らの先生

間
近
の
須
々
万
ふ
れ
あ
い
の
森
で
、

３
月
６
日
、タ
レ
ン
ト
の
清し

水み
ず

國く
に

明あ
き

さ
ん
を
迎
え
、ア
ウ
ト
ド
ア
教
室
「
春
の
自

然
楽が

っ

校こ
う

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
親
子
50
組
は
、森
の
中
か

ら
探
し
出
し
て
き
た
カ
ズ
ラ
や
木

の
枝
を
使
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
作
り
や
、

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
た
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
作
り
に
挑
戦
。
時
折
雪

も
舞
い
ま
し
た
が
、膨
ら
ん
だ
木

の
芽
な
ど
に
春
の
息
吹
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
１
日
で
し
た
。

春

徳山 平成7年から伝承に取り組んできた三丘小学校の皆さん。
本番同様の成果発表では、真剣に人形を操っていました

ふるさとの伝統文化を
子どもたちに

土
の
伝
統
文
化
の
継
承
を
目
的
と

し
た
文
化
庁
の
伝
統
文
化
子
ど
も

教
室
が
、３
月
13
日
、三み

つ

丘お

徳と
く

修
し
ゅ
う

館か
ん

で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、

昨
年
８
月
か
ら
12
回
の
シ
リ
ー
ズ

で
行
わ
れ
、三
丘
小
学
校
の
15
人

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。
安
田
の

糸
あ
や
つ
り
人
形
芝
居
保
存
会

の
皆
さ
ん
か
ら
、人
形
芝
居
の
歴

史
や
、浄
じ
ょ
う

瑠る

璃り（
語
り
）・
人
形
遣
い

な
ど
の
稽
古
を
通
じ
て
、ふ
る
さ

と
の
伝
統
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

郷

鹿野 

す
　
す
　
ま
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スタジオアルパの皆さんがソロやアンサンブルで奏でる早
春賦や映画のテーマ曲が、表情豊かに響いていました

春を告げる
アルパの音色にうっとり

恒
例
の
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
が

３
月
７
日
、新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
、約
２
０
０
人

の
皆
さ
ん
が
、ア
ル
パ（
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
ハ
ー
プ
）の
演
奏
を
楽
し
み
ま

し
た
。
華
や
か
な
中
南
米
の
民
族

衣
装
を
ま
と
っ
て
並
ぶ
11
人
の
ア

ル
パ
奏
者
の
皆
さ
ん
と
ひ
な
飾
り

で
彩
ら
れ
た
会
場
は
、春
一
色
。

軽
快
で
心
を
い
や
し
て
く
れ
る
ア

ル
パ
の
音
色
が
、訪
れ
た
皆
さ
ん

の
心
に
澄
み
渡
り
ま
し
た
。

春

新南陽 腸詰めの工程では、均等な太さにできあがるよう、香辛料を
練り合わせたひき肉を、慎重に詰めていきました

地元の食材を使って
ソーセージ作り

と
農
業
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
び
、

地
産
地
消
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、３
月
17
日
、鹿
野
あ
ぐ

り
ハ
ウ
ス
で
「
食
と
緑
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
手
作
り
体
験
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
元
鹿
野
産
の
豚
肉

を
使
っ
た
無
添
加
の
ソ
ー
セ
ー
ジ

作
り
で
は
、地
元
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
工

房
の
職
人
に
指
導
を
受
け
な
が

ら
、腸
詰
め
な
ど
を
体
験
。
試
食

会
で
は
添
加
物
入
り
ソ
ー
セ
ー
ジ

と
味
比
べ
を
し
ま
し
た
。

食

鹿野 



■
周
南
屈
指
の
自
然
環
境

新
南
陽
の
市
街
地
か
ら
車
で
20
分
。
高

瀬
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
か
ら
島
地
川
沿

い
の
小
道
を
入
っ
て
行
く
と
、せ
せ
ら
ぎ
の

音
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、こ
こ
が
渓
谷

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

島
地
川
上
流
に
あ
る
高
瀬
峡
は
、四
季

を
通
じ
て
自
然
の
美
し
い
表
情
を
見
せ
て

く
れ
る
県
内
で
も
有
数
の
渓
谷
で
す
。
約

２
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た
り
植
物
、岩
石
、

動
物
な
ど
の
多
様
性
に
富
ん
だ
自
然
の
状

態
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、昭
和
48
年

に
は
県
の
緑
地
環
境
保
全
地
域
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
渓
谷
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
た

遊
歩
道（
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）を
歩

け
ば
、春
は
新
緑
、夏
に
か
け
て
は

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声
や
、渓
流

を
乱
舞
す
る
ホ
タ
ル
の
群
に
川
岸

を
彩
る
カ
ワ
ツ
ツ
ジ
、秋
に
は
紅
葉
を

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
後
世
に
引
き
継
ぐ
自
然

こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
、今
私
た
ち

が
身
近
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
背
景
に

は
、地
元
の
人
た
ち
の
努
力
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
47
年
、祖
先
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
高
瀬
の
自
然
を
後
世
に
残
そ
う
と
殿と
の

明
み
ょ
う

地
区
の
住
民
と
地
権
者
が
一
緒
に
な

っ
て
高
瀬
峡
保
存
会
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。「
毎
月
２
回
、遊
歩
道
に
倒
木
や
落
石

が
な
い
か
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、景
観
を
維

持
す
る
た
め
の
草
刈
り
な
ど
を
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
保
存
会
の
事
務
局
を
し

て
い
る
原は

ら

田だ

強つ
よ

志し

さ
ん
。「
大
変
な
面
も
あ

り
ま
す
が
、来
て
い
た
だ
い
た
人
に
、『
い
い

所
で
す
ね
』『
よ
く
き
れ
い
に
さ
れ
て
ま
す

ね
』と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」。

高
瀬
峡
を
歩
い
て
い
る
と
目
に
す
る
の

が
、見
ど
こ
ろ
ご
と
に
設
置
さ

れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
が

書
か
れ
た
立
て
札
で
す
。こ
れ

も
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
意
見

を
出
し
合
っ
て
、そ
の
景
観
に

付
け
た
名
前
で
、大
き
な
藤
の
木
が
あ
る

の
で「
千
年
藤
」、日
が
暮
れ
る
ま
で
見
て

い
て
も
飽
き
な
い
美
し
さ
か
ら
「
日
暮
ら

【
高
瀬
の
旬
を
ク
イ
ー
ン
祭
】

新
緑
の
高
瀬
の
春
を
、地
元
の
人

と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
楽
し
み
ま

す
。▼
日
時
と
場
所
／
４
月
18
日（
日
）

８
時
30
分
〜
、高
瀬
峡
、高
瀬
サ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
周
辺
▼
内
容
／
ク
イ
ー

ン（
か
ぐ
や
姫
）の
選
出
、釣
り
大
会
、

タ
ケ
ノ
コ
狩
り
、和
田
地
区
の
特
産
品

販
売
、魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど
▼
問
合

せ
／
和
田
公
民
館
内
実
行
委
員
会
事

務
局
1
０
８
３
４
―
67
―
２
０
６
９

※

★ 

● 

● 

● 

高瀬峡 

和田支所 

新
南
陽
駅
↓ 

←徳地 

島地川 

須々万→ 

島地川 
ダム 

376

376

489

高瀬サン・ 
スポーツ 
ランド 

■

奇
岩
が
織
り
な
す
渓
谷
美
―
高
瀬
峡
■

10

し
峡
」、カ
ジ
カ

ガ
エ
ル
が
鳴
く
の
で

「
カ
ジ
カ
の
瀬
戸
」
な
ど
、訪
れ
る
人
を
飽

き
さ
せ
ま
せ
ん
。

４
月
に
は
毎
年
、高
瀬
の
良
さ
を
思
う

存
分
楽
し
め
る『
高
瀬
の
旬
を
ク
イ
ー
ン

祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
渓
谷
の
春
を
感

じ
に
、皆
さ
ん
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

見どころごと
に設置されて
いる立て札

お話しを聞いた高瀬峡保存会の原田
強志さん（左）と石田康男さん

遊泳ができる場所もあり、夏には
子どもたちの歓声が響きます

※
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「
ご
ら
ん
の
と
お
り
、こ
こ
は
と
て
も
田

舎
で
す
が
、現
在
会
員
は
１
７
０
０
人
を

超
え
、東
京
や
鹿
児
島
な
ど
全
国
か
ら
も
、

た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
、防
長
の
吉
野
を
つ
く
る

会
の
高
光
忠
義
さ
ん
。

こ
の
会
は
、ふ
る
さ
と
の
山
「
金き

ん

峰ぽ
う

山ざ
ん

」

を
、桜
で
有
名
な
奈
良
県
吉
野
に
も
負
け

な
い
、日
本
一
の
桜
の
山
に
し
よ
う
と
平

成
６
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
過
疎
化
が
進
む
当
地
区
で
は
、無
人

の
家
も
増
え
、祖
先
が
残
し
て
く
れ
た
大

切
な
自
然
が
、よ
そ
か
ら
の
産
業
廃
棄
物

の
持
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
失
わ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、金
峰
山
と
歴
史
的
つ
な
が
り
の
あ

る
奈
良
県
吉
野
の
桜
を
ヒ
ン
ト
に
地
域
お

こ
し
を
始
め
ま
し
た
」
と
高
光
さ
ん
。
会

で
は
地
元
と
都
市
の
交
流
に
も
力
を
入

れ
、『
日
本
の
心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
』を
合

言
葉
に
全
国
か
ら
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
に
植
え
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
１

５
０
０
本
に
も
な
り
ま
し
た
。
下
草
刈
り

な
ど
管
理
が
大
変
で
す
が
、当
初
植
え
た

桜
の
木
は
10
年
目
を
迎
え
、き
れ
い
な
花

を
よ
く
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。４

月
に
は
、花
い
っ
ぱ
い
の
金
峰
山
の
山
麓
７

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
み
ん
な
で
歩
く
イ
ベ
ン
ト

『
花は
な

遍へ
ん

路ろ

』を
開
催
し
ま
す
。
接
待
や
ス
テ

ー
ジ
な
ど
い
ろ
ん
な
催
し
を
開
催
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
」。

「
花
遍
路
」
●
４
月
18
日（
日
）９
時
45
分
、

旧
金み

峰た
け

小
学
校
集
合
●
問
合
せ
／
高
光

さ
ん
1
０
８
３
４
―
68
―
２
６
９
６

３
月
か
ら
全
国
の
劇
場
で
公
開
が

始
ま
っ
た
映
画
「
ほ
た
る
の
星
」。
映
画

の
中
に
登
場
す
る
、主
人
公
の
下
宿
先

や
そ
の
周
辺
の
美
し
い
棚
田
の
風
景

は
、本
市
の
中
須
北
地
区
の
田
園
が
舞

台
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
美
し
い
棚
田
の
景
観
を
守
っ
て

い
る
の
が
、地
区
内
の
５
集
落
の
全
世

帯
、２
８
０
人
が
会
員
と
な
り
、平
成

13
年
に
結
成
さ
れ
た
「
棚
田
清
流
の

会
」
で
す
。
会
で
は
、荒
廃
し
た
田
を

水
田
に
戻
し
た
り
、野
菜
や
花
な
ど
を

植
え
る
な
ど
景
観
を
守
る
活
動
の
ほ

か
、棚
田
農
業
体
験
や
棚
田
オ
ー
ナ
ー

制
度
な
ど
、ま
ち
の
人
た
ち
と
の
交
流

事
業
を
通
し
て
「
や
す
ら
ぎ
の
里
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
今
回
の
映
画
ロ
ケ
で
、あ
ら
た
め

て
、こ
こ
に
は
よ
そ
に
な
い
、い
い
と
こ
ろ

が
あ
る
ん
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
会
長
の
佐さ

伯い
き

伴と
も

章あ
き

さ
ん
。

「
棚
田
の
中
を
流
れ
る
黒
石
川
に
も
近

年
は
ホ
タ
ル
が
増
え
て
き

ま
し
た
、
水
の
張
ら
れ
た

棚
田
の
最
も
美
し
い
季
節

と
合
わ
せ
て
、皆
さ
ん
に
見

に
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

ふ
る
さ
と
の
棚
田
が
映
画
の
舞
台
に

【
棚
田
清
流
の
会
】

佐伯さんに映画の撮影場所を案内していただきました。
標高差約100mに45ヘクタールの棚田が広がります。

平成8年には、鹿児島県金峰町の親善訪
問団の皆さんが、権現岩周辺に桜を植樹

棚田体験交流で
は、まちの人と一緒
に田植えから収穫
までを行います

金
峰
山
を
日
本
の

心
の
ふ
る
さ
と
に

防長の吉野をつくる会会長

高
たか

光
みつ

忠
ただ

義
よし

さん
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情 報 ひ ろ ば  

新
南
陽
市
民
病
院
の
小
児
科
を
休

診
し
ま
す

新
南
陽
市
民
病
院
で
は
、４
月
１
日
か

ら
小
児
科
を
休
診
し
ま
す
。な
お
開
設
時

期
は
未
定
で
す
が
、新
た
に
眼
科
の
開
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。▼
問
合
せ
／
病
院

管
理
課b
1
61
―
３
０
９
２

市
税
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

●
新
規
課
税
の
取
り
扱
い

過
去
に
振
替
依
頼
を
し
て
い
た
口
座
を

も
つ
人
は
、新
規
課
税
の
納
付
が
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
▼
市
・
県
民
税
／
新
年
度

か
ら
課
税
さ
れ
る
人
は
、過
去
に
市
・
県
民

税
の
振
替
依
頼
を
し
た
口
座
か
ら
の
引
き

落
と
し
▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
／
不
動
産
や
軽
自
動
車
の

購
入
な
ど
で
、
新
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
る
人
は
、納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付

●
口
座
振
替
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
に
通
帳
、届
出

印
、納
入
通
知
書
を
持
参
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
全
期
前
納
及
び
一
期
か
ら

の
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
は
４
月

30
日（
金
）、市
・
県
民
税
は
５
月
31
日（
月
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。▼
取
扱
金

お
知
ら
せ
 

融
機
関
／
伊
予
銀
行
、西
京
銀
行
、周
南

農
業
協
同
組
合
、商
工
組
合
中
央
金
庫
、

信
用
組
合
広
島
商
銀
、中
国
労
働
金
庫
、

朝
鮮
西
信
用
組
合
、東
京
三
菱
銀
行
、、東

山
口
信
用
金
庫
、広
島
銀
行
、広
島
総
合

銀
行
、み
ず
ほ
銀
行
、山
口
銀
行
、郵
便
局

●
問
合
せ

税
務
課
1
22
―
８
２
７
１

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
人
へ

公
共
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、使
用

人
数
を
も
と
に
下
水
道
使
用
料
が
算
定

さ
れ
ま
す
。
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
下

水
道
管
理
課
1
22
―
８
４
１
３
ま
た
は
各

総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
―

３
０
７
３
、熊
毛
1
92
―
０
０
２
０
、鹿
野

1
68
―
２
３
３
４
※
使
用
し
て
い
る
下
水

道
が
農
業
集
落
排
水（
須
々
万
地
区a

・

高
瀬
地
区b
）の
場
合
は
、農
政
課
1
22

―
８
３
６
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
規
下
水
道
指
定
工
事
店

▼
工
事
店
名
／
▽
2
モ
ト
ヤ
マ（
小
野
田

市
）
1
０
８
３
６
―
84
―
０
９
８
７
▽
2

Y
O よ

S
H
I しO

おK
A か

（
山
口
市
）1
０
８
３
―

９
２
７
―
７
１
７
２
▼
問
合
せ
／
下
水
道

整
備
課
1
22
―
８
４
１
１

訂
正
と
お
詫
び

３
月
15
日
号
「
掲
示
板
」の「
月
見
の
茶

会
」
は
、「
花
見
の
茶
会
」で
す
。
訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル

●
電
気
冷
凍
庫
が
対
象
に

４
月
１
日
か
ら
、家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

対
象
品
目
に
電
気
冷
凍
庫
が
追
加
さ
れ

ま
す
。
電
気
冷
凍
庫
を
処
分
す
る
時
は
、

そ
れ
を
購
入
し
た
家
電
小
売
店
ま
た
は
、

同
じ
製
品
を
買

お
う
と
し
て
い

る
家
電
小
売
店

に「
収
集
・
運
搬

料
金
」
と
、メ
ー

カ
ー
の「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
を
支
払
っ
て
引

き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、こ

れ
に
伴
い
電
気
冷
凍
庫
を
定
期
収
集
に
出

す
こ
と
や
不
燃
物
処
分
場
に
持
ち
込
む
こ

と
は
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
料
金
に
つ
い
て
は
、家
電
小
売
店
・

メ
ー
カ
ー
ご
と
に「
収
集
・
運
搬
料
金
」、「
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
」
が
異
な
り
ま
す
。そ
れ
ぞ

れ
家
電
小
売
店
ま
た
は
メ
ー
カ
ー
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
指
定
引
取
場
所
の
変
更

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
お
け
る
家
電
の

処
分
で
、指
定
引
取
場
所
に
自
己
搬
入
さ

れ
る
場
合
、三
洋
電
機
、シ
ャ
ー
プ
、ソ
ニ
ー
、

日
立
、三
菱
な
ど
の
製
品
の
指
定
引
取
場

所
が
、４
月
１
日
か
ら
日
本
通
運
1
周
南

募集 まちづくり総合計画審
議会の委員

市では昨年から、今後のまちづくり

の指針となる「周南市まちづくり総合

計画」の策定に取り組んでいます。

今後、市民の皆さんと一緒になっ

て総合計画をつくっていくため「周南市まちづくり総合

計画審議会」を設置します。審議会（7月から10月まで

審議）は、委員40人で構成され、このうち旧2市2町の

地域から2人ずつ、計8人の委員を募集します。

［応募資格］ 市内に在住の18歳以上で、平日の日

中の会議に出席できる人

［応募方法］ 5月7日（金）までに「周南市のまちづく

り」をテーマに、400字詰め原稿用紙2枚程度の作文を

書き、氏名、住所、年齢、連絡先（電話番号、メールアド

レスなど）を記入し、企画調整課内まちづくり総合計画

審議会事務局（〒745―8655岐山通1―1）へ郵送

［選考結果］ 選考結果は、応募した人全員に通知し

てお知らせします。

［問合せ］ 企画調整課122―8478

4月1日から 
対象 

電気 
冷凍庫 

環
境
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支
店
か
ら
山
九
1
周
南
支
店
下
松
倉
庫

（
下
松
市
生
野
屋
南
２
丁
目
１
番
１
号
）

1
０
８
３
３
―
43
―
３
５
３
９
、5
０
８
３

３
―
43
―
１
１
９
３
に
変
更
さ
れ
ま
す
。▼

問
合
せ
／
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
22
―

８
３
０
３
ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓

口
。
新
南
陽
1
61
―
３
０
４
９
、熊
毛
1

92
―
０
０
３
６
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
３

野
犬
捕
獲
器
の
貸
し
出
し
中
止

▼
中
止
期
間
／
４
月
６
日（
火
）〜
５
月

５
日（
祝
）▼
問
合
せ
／
環
境
政
策
課
1

22
―
８
３
２
２

行
政
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
４
月
15
日（
木
）10
時

〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
相
談

室
▼
内
容
／
国
や
県
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
、意
見
、要
望
な
ど
▼
問
合
せ
／
新

南
陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
課
1
61
―
３

０
９
８

４
月
の
無
料
法
律
相
談

▼
対
象
と
定
員
／
市
内
在
住
の
人
、12
人

程
度（
申
込
順
）▼
日
時
と
場
所
／
４
月

21
日（
水
）９
時
〜
12
時
、新
南
陽
総
合
支

所
▼
相
談
員
／
弁
護
士
▼
申
込
み
／
４

月
12
日（
月
）８
時
30
分
〜
電
話
で
新
南

陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
1
61
―
３
０

９
８

熊
毛
地
域

４
月
の
心
配
ご
と
相
談

▼
日
時
と
内
容
／
▽
４
月
５
日（
月
）
一

般
・
行
政
相
談
▽
12
日（
月
）一
般
・
人
権
・

職
業
相
談（
職
業
相
談
は
午
前
中
の
み
）▽

19
日（
月
）一
般
・
交
通
相
談
▽
26
日（
月
）

一
般
相
談
※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
15

時
▼
場
所
／
社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支

部
▼
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛

支
部
1
92
―
０
０
２
７

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度（
県
制

度
該
当
者
）の
変
更

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
う
ち
、定

率
控
除
前
市
民
税
の
所
得
割
額
が
８
万

２
３
０
０
円
以
下
の
世
帯
を
対
象
に
し
た

県
制
度
は
、通
院
診
療
に
対
す
る
助
成
の

対
象
が
５
歳
未
満
ま
で
で
し
た
が
、４
月
１

日
か
ら
、通
院
対
象
年
齢
が
就
学
前
児
童

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。
※
県
制
度
の
入
院

及
び
歯
科
専
用
の
受
給
者
証
を
持
つ
人
に

は
、３
月
末
に
す
べ
て
の
保
険
診
療
が
適
用

と
な
る
受
給
者
証
を
送
り
ま
し
た
。な
お
、

県
制
度
の
対
象
に
該
当
す
る
人
で
、ま
だ

申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。▼
市
制
度
／
助
成
の
対
象
は
、こ

れ
ま
で
ど
お
り
３
歳
以
上
は
入
院
及
び
歯

科
の
み
で
、通
院
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
／
児
童
家
庭
課
1
22
―
８
４

６
０
ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新

南
陽
1
61
―
３
０
８
５
、熊
毛
1
92
―
０

２
５
２
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請

平
成
16
年
度
分
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

券
の
申
請
を
、４
月
１
日
か
ら
高
齢
障
害

課
、総
合
支
所
ま
た
は
各
支
所
で
受
け
付

け
ま
す
。▼
対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
１

〜
３
級
を
持
つ
人
及
び
療
育
手
帳
Ａ
を
持

つ
人（
福
祉
施
設
入
所
者
は
除
き
ま
す
。）

▼
利
用
券
／
年
間
１
冊（
48
枚
以
内
）※

じ
ん
臓
機
能
障
害
の
た
め
週
２
回
以
上
通

院
透
析
の
証
明
書
が
あ
る
場
合
は
、３
冊

（
１
４
４
枚
以
内
）追
加
▼
申
請
に
必
要
な

も
の
／
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）、身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、平
成
15

年
度
利
用
券
の
残
り
▼
問
合
せ
／
高
齢

障
害
課
1
22
―
８
４
６
３
、5
22
―
８
４

６
４
ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新

南
陽
1
61
―
３
０
５
８
・
5
64
―
３
０
５

０
、熊
毛
1
92
―
０
０
１
２
・
5
92
―
０
１

８
９
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２
・
5
68
―
２

４
１
２

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

相談 平成16年度
無料法律相談の日程

1人で悩みを抱えていませんか。専門家が相談に応じますので気軽に
利用してください。詳しくは、その都度広報でお知らせします。
［各会場の予約申込み・問合せ］
●市民館／生活安全課122―8320 ●新南陽総合支所／新南陽
総合支所コミュニティ課161―3098 ●鹿野総合支所／鹿野総合
支所市民生活課168―2333 ●熊毛総合支所／熊毛総合支所市
民生活課192―0011 ●徳山社会福祉センター122―8181
［問合せ］ 生活安全課122―8320

相
談
 

福
祉
 

開催予定日 会場 開催予定日 会場

4月 21日（水）新南陽総合支所 10月 20日（水）新南陽総合支所

5月 12日（水）市民館 11月 10日（水）市民館

6月 9日（水）市民館 11月 24日（水）徳山社会福祉センター

6月 16日（水）新南陽総合支所 12月 8日（水）熊毛総合支所

7月 14日（水）市民館 12月 15日（水）新南陽総合支所

7月 28日（水）徳山社会福祉センター 1月 12日（水）市民館

8月 4日（水）鹿野総合支所 2月 9日（水）市民館

8月 18日（水）新南陽総合支所 2月 16日（水）新南陽総合支所

9月 8日（水）市民館 3月 9日（水）市民館

10月 13日（水）市民館 3月 23日（水）徳山社会福祉センター
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情 報 ひ ろ ば  

紙
お
む
つ
を
給
付

▼
対
象
／
市
内
に
居
住
し
、在
宅
で
介
護

を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
で
、寝
た
き

り
な
ど
で
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
人
。
た

だ
し
、対
象
者
及
び
そ
の
介
護
者
が
属
す

る
世
帯
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

▼
内
容
／
１
月
当
た
り
２
０
０
０
円
分

（
介
護
保
険
の
要
介
護
４
・
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
４
０
０
０
円
分
）の
紙
お
む

つ
を
現
物
給
付
▼
申
込
み
／
印
鑑
を
持
参

し
て
高
齢
障
害
課
1
22
―
８
４
６
２
ま
た

は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1

61
―
３
０
５
９
、熊
毛
1
92
―
０
０
１
２
、

鹿
野
1
68
―
２
３
３
２

鹿
野
保
育
園
す
く
す
く
く
ら
ぶ

遊
び
や
お
し
ゃ
べ
り
を
通
じ
て
、子
ど
も

と
母
親
の
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。▼

日
時
と
場
所
／
▽
４
月
６
日（
火
）、鹿
野

保
育
園
▽
15
日（
木
）、こ
ど
も
す
く
す
く

セ
ン
タ
ーd

▽
20
日（
火
）、鹿
野
保
育
園
▽

27
日（
火
）、鹿
野
保
育
園
、時
間
は
い
ず
れ

も
10
時
〜
11
時
30
分
▼
問
合
せ
／
鹿
野

保
育
園
1
68
―
３
３
４
４

お
お
た
ば
ら
食
農
学
校
の
参
加
者

▼
対
象
／
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
家
族
、

７
家
族
30
人
▼
日
時
と
場
所
／
５
月
〜

12
月
の
日
曜
日（
全
８
回
）９
時
〜
15
時
、

大
田
原
自
然
の
家a

▼
参
加
料
／
▽
１
家

族
２
０
０
０
円
▽
毎
回
１
人
５
０
０
円
▼

内
容
／
各
時
期
の
農
作
業
と
収
穫
物
の

調
理
な
ど
▼
申
込
み
／
４
月
26
日（
月
）ま

で
に
は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、住

所
、参
加
す
る
家
族
全
員
の
氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、応
募
の
動
機
や
目
的
、「
お
お

た
ば
ら
食
農
学
校
」と
明
記
し
、
〒
７
４
５

―
０
５
１
１
中
須
北
３
１
９
４
大
田
原
自

然
の
家
1
・
5
89
―
０
４
６
１
、Ｅ
メ
ー
ル

ootabara@
city.shunan.yam

aguchi.jp

棚
田
の
オ
ー
ナ
ー

中
須
北
地
区a

に
広
が
る
、四
季
折
々

に
変
化
す
る
美
し
い
棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
、地
元
農
家
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
米

作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼
募
集
区

画
／
５
区
画（
80
g
〜

２
０
０
g)

▼
内
容
／

田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で

（
水
管
理
な
ど
は
受
入
農
家
が
実
施
）▼
オ

ー
ナ
ー
料
／
原
則
１
０
０
g
当
た
り
３
万

円
▼
申
込
み
／
農
政
課
1
22
―
８
３
５
６

幼
児
交
通
安
全

ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
の
会
員

親
子
で
楽
し
く
交
通
安
全
を
学
び
ま

せ
ん
か
。▼
対
象
／
３
歳
〜
５
歳
の
幼
児

と
保
護
者
▼
日
時
と
場
所
／
４
月
17
日

（
土
）か
ら
毎
月
第
３
土
曜
日
の
14
時
〜
15

時
、交
通
教
育
セ
ン
タ
ーa

▼
参
加
料
／

無
料
▼
申
込
み
／
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
1

28
―
３
３
１
３（
月
曜
日
、祝
日
は
休
み
）

漢
詩
を
読
む
会
の
受
講
者

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場
所
／

５
月
〜
平
成
17
年
３
月
の
毎
月
第
３
火
曜

日（
全
10
回
）10
時
〜
12
時
、中
央
図
書
館

a

▼
講
師
／
小こ

松ま
つ

英ひ
で

生お

さ
ん（
元
徳
山
高

専
教
授
）▼
内
容
／
中
国
・
唐
代
の
代
表

的
詩
人
白は

く

楽ら
く

天て
ん

の
詩
な
ど
▼
定
員
／
20

人（
申
込
順
）▼
参
加
料
／
１
５
０
０
円
▼

申
込
み
／
中
央
図
書
館
1
22
―
８
６
８
２

使
わ
な
く
な
っ
た
「
こ
い
の
ぼ
り
」

４
月
中
旬
か
ら
５
月
中
旬
ま
で
永
源
山

公
園
で
泳
が
せ
る
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
募
集

し
ま
す
。※
返
却
し
ま
せ
ん
。▼

募
集
期
限
／
４
月
23
日（
金
）

▼
問
合
せ
／
永
源
山
公
園
管

理
事
務
所
1
63
―
７
８
９
９

募集 市営住宅の
入居者

［入居資格］ 次の要件すべてに該当する人q

現在､同居または同居しようとする親族があるw

入居しようとする人全員の総所得の月割額が定

められた基準内にある（▽公営…一般世帯は20

万円以下、高齢者・障害をもつ人の世帯は26万

８０００円以下▽改良…一般世帯13万７０００円

以下、高齢者・障害をもつ人の世帯17万８０００

円以下）e現に住宅に困っていることが明らか

r入居しようとする人全員が市町村税（国民健

康保険税を除く）を滞納してないt入居決定時

に連帯保証人が2人いる

［募集住宅］

［入居時期］ ４月下旬以降の予定

［受付日時］ ４月８日（木）８時30分～17時15分

［決定］ 応募者が多数の場合は抽選（定数に

満たない場合は引続き募集）

［必要書類］ 所得証明書、市町村税完納証

明書、住民票の写し、源泉徴収票など

［受付場所］ 本庁、各総合支所の市営住宅

の窓口

［問合せ］ 新南陽総合支所土木建築課161

―3067

募
集
 

募 

種別 住宅名 住所 戸数 家賃（月額）

公営 大神 大神１－２ 2 8,400～16,700円

改良 中溝 富田3044 1 5,800 ～ 8,400円

※中溝は単身での申込み可能です（一定の要

件あり）。随時募集の住宅に申込み中の人も、

申込みできます。



15

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

花
と
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時
と
場
所
／
▽
４
月
３
日（
土
）11
時

〜
17
時
▽
４
日（
日
）10
時
〜
16
時
、総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
花
の
抽
選

会
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
、ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

徳
山
巨
峰
ワ
イ
ン
の
試
飲
・
販
売
、特
産
品

の
販
売
な
ど
▼
問
合
せ
／
観
光
協
会（
商

工
観
光
課
内
）1
22
―
８
３
７
２

周
南
西
交
通
安
全
フ
ェ
ス
タ

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場
所
／

４
月
10
日（
土
）13
時
〜
16
時
、南
陽
自
動

車
学
校b

▼
内
容
／
飲
酒
運
転
・
模
擬
交

通
事
故
実
験
、エ
ア
バ
ッ
グ
体
験
、交
通
安

全
ク
イ
ズ
、子
ど
も
免
許
証
交
付
な
ど
▼

参
加
料
／
無
料
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総

合
支
所
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
課
1
61
―
３
０
９
８

い
き
い
き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場
所
／

４
月
11
日（
日
）９
時
30
分
、大
津
島
フ
ェ

リ
ー
乗
り
場
前a

集
合
▼
内
容
／
刈
尾

〜
馬
島
一
周
〜
大
津
島
公
園
の
約
７
d

▼
参
加
料
／
１
０
０
円（
別
途
乗
船
券
代

９
５
０
円
が
必
要
）▼
問
合
せ
／
夜
市
公

民
館a

1
62
―
２
７
０
７

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会

●
周
南
市
消
防
本
部

危
険
物
取
扱
者
試
験
▼
日
時
と
場
所
／

６
月
20
日（
日
）、周
南
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ーa

・
徳
山
大
学
・
新
南
陽
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
▼
試
験
種

類
／
甲
種
、
乙
種
各
類
、
丙
種
▼
申
込

み
／
４
月
14
日（
水
）〜
23
日（
金
）に
各

消
防
署
に
備
え
付
け
の
願
書
で
消
防
本

部
へ

試
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会
▼
日
時
と

場
所
／
▽
乙
種
４
類
…
５
月
30
日（
日
）

８
時
30
分
〜
17
時
、周
南
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ーa

▽
丙
種
…
５
月
30
日

（
日
）９
時
30
分
〜
15
時
、周
南
市
消
防
本

部a

▼
定
員
／
▽
乙
種
４
類
１
０
０
人
▽

丙
種
50
人
※
い
ず
れ
も
申
込
順
。▼
受
講

料
／
別
途
区
分
に
よ
る
▼
申
込
方
法
／

申
込
み
時
に
代
金
を
添
え
て
消
防
本
部
へ

問
合
せ

周
南
市
消
防
本
部
危
険
物
保

安
課
1
22
―
８
７
７
４

●
光
地
区
消
防
組
合

危
険
物
取
扱
者
試
験
▼
日
時
と
場
所
／

６
月
20
日（
日
）、光
地
区
消
防
本
部
ほ
か

▼
試
験
種
類
／
甲
種
、乙
種
▼
申
込
み
／

４
月
14
日（
水
）〜
23
日（
金
）に
北
消
防

署
に
備
え
付
け
の
願
書
で

試
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会
▼
日
時
と

場
所
／
６
月
３
日（
木
）・
４
日（
金
）９
時

〜
16
時
30
分
、光
地
区
消
防
本
部
▼
受
講

料
／
別
途
区
分
に
よ
る
▼
申
込
方
法
／

出
願
時
に
代
金
を
添
え
て
北
消
防
署
へ

問
合
せ

光
地
区
消
防
組
合
北
消
防
署

1
０
８
３
３
―
91
―
０
０
０
１

ス
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場

所
／
４
月
14
日（
水
）〜
平
成
17
年
３
月

９
日（
水
）毎
月
第
２
水
曜
日（
10
月
は
第

３
水
曜
日
）の
計
12
回
９
時
〜
12
時（
雨

天
順
延
）、周
南
緑
地
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ドa

▼
参
加
料
／
無
料
▼
申
込
み
／
４
月
９

日（
金
）ま
で
に
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
1
28
―

８
８
８
３（
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
）

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通

学
す
る
人
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
登

録
し
て
い
る
人
▼
日
時
と
場
所
／
４
月
25

日（
日
）９
時
〜
12
時
、高
瀬
サ
ン
・
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ドb

（
雨
天
中
止
）▼
種
目
／
一
般

男
子
・
女
子（
高
校
生
以
上
）、子
ど
も（
中

学
生
以
下
）▼
参
加
料
／
１
人
６
０
０
円

※
協
会
登
録
者
は
１
０
０
円
▼
申
込
み
／

４
月
16
日（
金
）ま
で
に
7
体
育
協
会
新

南
陽
支
部
1
62
―
２
６
７
８

春
季
周
南
市
民
テ
ニ
ス
大
会（
県

体
育
大
会
予
選
）

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、通

学
す
る
人
、市
内
の
ク
ラ
ブ
に
在
籍
し
て
い

る
人
▼
日
時
と
場
所
／
５
月
２
日（
日
）

９
時
〜
、緑
地
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
トa

▼
種

目
／
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス（
一
般
男
子
・

女
子
、45
歳
以
上
壮
年
）▼
参
加
料
／
１

人
３
０
０
円
▼
申
込
み
／
４
月
19
日（
月
）

ま
で
に
、申
込
書
を
事
務
局
の
田
中
真
人

さ
ん
1
21
―
０
８
５
６
・
5
21
―
１
９
０
６

交通
安全

春の全国交通
安全運動

春は、新入

学・入園の子

どもたちが、不

慣れな登下校

を始める時期

です。車を運転

する人は、交差点などでは十分スピー

ドを落とし、周囲に注意を払いましょ

う。また自転車に乗る人も、無謀な運

転をしないようにしましょう。

［運動期間］ 4月6日（火）～15日

（木）

［重点目標］ ●子どもと高齢者の

交通事故防止●自転車の安全利

用の推進●シートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底

［問合せ］ 生活安全課122―

8240

催
し
 

資
格
・
試
験
 

ス
ポ
ー
ツ
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熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域

ん 
い 

ふ 
ぉ 
め 
い 
し 
ょ 
ん 

■港・とくやま夢とロマンの帆船模型展3
［期間］４月14日（水）～19日（月）、市民交流
センターA
［内容］世界の帆船、船舶の模型約50隻の展
示、帆船模型製作の実演など
［問合せ］周南帆船模型同好会 藤井さんA
121―0574

■外国人のための日本語講座（前期）
［対象］県内に在住または就労する外国人で
全く日本語が話せない人、初めて日本語を学
ぶ人など、日本語の習得に興味のある人
［日時・場所］４月15日～７月８日の毎週木曜
日（全12回）19時～21時、市民館A
［内容］円滑な生活ができるよう基礎的な日本
語と生活習慣など
［問合せ］&山口県国際交流協会1083―
925―7353

■医療講演「心臓病児の学校及び日常
生活など」

［日時・場所］４月25日（日）14時～16時30
分、新南陽ふれあいセンター
［受講料］無料（託児あり）
［問合せ］全国心臓病の子どもを守る会山口
県支部中嶋さん10832―82―8186

■なべづる園もやい祭り
［日時・場所］４月29日（祝）10時～15時、勝
間ふれあいセンターC
［募集］バザー出店者、アトラクション出演者、
ボランティア手伝い、遊休品など
［問合せ］なべづる園C191―6793

■周南ベテラン会卓球大会
［対象］35歳以上の人
［日時と場所］5月5日（祝）受付8時10分～、
総合スポーツセンターA
［参加料］1人1,100円（弁当代込）
［申込み］4月21日（水）までに周南ベテラン
会橋本さんA1・522―9327

■インディアカ協会の会員募集
［対象］市内に在住または通勤、通学する人、
インディアカ協会が認めた人
［年会費］1人1,000円
［申込み］所定の申込用紙に年会費を添えて
新南陽体育館内体育協会新南陽支部162
―2678

■子犬・子猫の譲渡会及び犬のしつけ
方教室

［日程］4月～8月、10・11・2・3月の第4日曜
日及び9月23日（祝）
［時間・場所］●譲渡会受付…9時30分～10
時●しつけ方教室…13時30分～15時30分、
県動物愛護センター（山口市陶）
［申込み］県動物愛護センター1083―973―
8315

し
ゅ
う
な
ん
ア
ー
ト
・
ナ
ウ
２
０
０
４
▼
期

間
／
４
月
３
日（
土
）〜
11
日（
日
）９
時

30
分
〜
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

※
５
日（
月
）は
休
館
し
ま
す
。▼
内
容
／

地
元
で
活
動
す
る
作
家
の
平
面
・
立
体
作

品
▼
観
覧
料
／
無
料

個
展
・
グ
ル
ー
プ
展
「
南
美
会
絵
画
展
」▼

期
間
／
４
月
１
日（
木
）〜
10
日（
土
）９
時

〜
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）※
５
日

（
月
）は
休
館
し
ま
す
。▼
観
覧
料
／
無
料

平
成
16
年
度
の
無
料
開
園
日
▼
４
月
21

日（
水
）周
南
市
誕
生
１
周
年
記
念
▼
10

月
２
日（
土
）全
国
都
市
緑
化
月
間
に
協

賛
▼
１
月
２
日（
日
）
新
春
を
祝
し
※
家

族
や
友
達
と
お
越
し
く
だ
さ
い
。

く
ん
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
▼
対
象
／
幼
児

〜
児
童
▼
日
時
／
４
月
22
日（
木
）15
時

〜
16
時
▼
内
容
／
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
・
手
遊
び

な
ど

よ
み
き
か
せ
の
会
▼
対
象
／
幼
児
〜
児
童

▼
日
時
／
４
月
10
日（
土
）10
時
30
分
〜

11
時
30
分
▼
内
容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど

お
は
な
し
会
▼
対
象
／
幼
児
〜
児
童
▼
日

時
／
４
月
17
日（
土
）10
時
〜
10
時
30
分

▼
内
容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
手
遊

び
・
紙
芝
居
な
ど

●
一
般
／
４
月
13
日（
火
）〜
18
日（
日
）

●
津
52
周
年
つ
つ
じ
賞
場
外
発
売
／
４
月

13
日（
火
）〜
18
日（
日
）●
一
般
／
４
月

22
日（
木
）〜
25
日（
日
）●
第
５
回
競
艇

名
人
戦
住
之
江
場
外
発
売
／
４
月
22
日

（
木
）〜
25
日（
日
）●
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

杯
争
奪
花
と
緑
の
ふ
る
さ
と
レ
ー
ス
／
４

月
30
日（
金
）〜
５
月
５
日（
祝
）

４
月
の
ワ
ン
ワ
ン
銀
行

４
月
の
ワ
ン
ワ
ン
銀
行
は
お

休
み
し
ま
す
。▼
問
合
せ
／

環
境
政
策
課
1
22
―
８
３
２
２

４
月
の
献
血
日
程

●
２
日（
金
）
14
時
〜

16
時
、新
南
陽
総
合
支

所
●
５
日（
月
）９
時

30
分
〜
11
時
30
分
、熊

毛
総
合
支
所
●
５
日

（
月
）10
時
〜
16
時
、市

役
所
本
庁
●
５
日（
月
）13
時
30
分
〜
15

時
30
分
、ミ
コ
ー
熊
毛
店
●
８
日（
木
）９

時
〜
11
時
、周
南
土
木
建
築
事
務
所a

●

11
日（
日
）10
時
〜
16
時
30
分
、い
ち
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ーa

●
20
日（
火
）９
時

30
分
〜
12
時
、中
国
電
力
1
周
南
営
業
所

a

●
20
日（
火
）14
時
〜
16
時
、山
口
放
送

1
●
24
日（
土
）10
時
〜
16
時
、1
イ
ズ
ミ

新
南
陽
店
●
28
日（
水
）９
時
30
分
〜
12

時
、周
南
警
察
署a

●
28
日（
水
）14
時
〜

16
時
、徳
山
医
師
会
病
院

徳
山
動
物
園

1
22
｜
８
６
４
０

徳
山
競
艇
場
（
レ
ー
ス
案
内
）

1
32
｜
０
０
０
０

美
術
博
物
館a

1
22
｜
８
８
８
０

郷
土
美
術
資
料
館b

尾
崎
正
章
記
念
館
1
62
｜
３
１
１
９

新
南
陽
図
書
館

1
62
｜
１
１
５
０

熊
毛
図
書
館

1
92
｜
０
１
７
９

鹿
野
図
書
館

1
68
｜
４
１
４
１
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熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域

平
成
16
年
度
健
康
診
査
受
診
券

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
早
期
発
見
の
た

め
各
種
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
３
月
31
日
現
在
で
、女
性
は
満

30
歳
以
上
、男
性
は
満
40
歳
以
上
の
人
に
、

次
の
日
程
で
健
康
診
査
受
診
券
を
郵
送

し
ま
す
。
年
に
１
回
は
健
康
診
査
を
利
用

し
、健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
な

お
、乳
が
ん
検
診
は
７
月
か
ら
の
実
施
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
６
月
15
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。▼
発
送
日
程
／
４

〜
７
月
生
ま
れ
の
人
…
４
月
上
旬
、８
〜

11
月
生
ま
れ
の
人
…
５
月
上
旬
、12
〜
３

月
生
ま
れ
の
人
…
６
月
上
旬
※
受
診
券

が
届
か
な
い
人
や
、５
・
６
月
発
送
対
象
者

で
４
月
に
受
診
希
望
の
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
本
庁
健
康
増

進
課
1
22
―
８
５
５
３

親
子
で
野
菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

健
康
な
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
を

地
域
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
育
て
、収
穫
の
喜

び
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？
▼
対
象
と
定

員
／
５
〜
６
歳
の
未
就
学
児
と
そ
の
親
、

10
組（
申
込
順
）▼
開
催
日
と
場
所
／
４

月
18
日
・
５
月
16
日
・
６
月
20
日
・
７
月
25

日
・
８
月
22
日
い
ず
れ
も
日
曜
日
、地
方

集
会
所c

▼
時
間
／
９
時
30
分
集
合
▼

参
加
料
／
１
組
１
０
０
０
円
▼
申
込
み
／

４
月
14
日（
水
）ま
で
に
、電
話
で
熊
毛
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
1
92
―
０
０
１
３

育
児
学
級

▼
対
象
／
平
成
15
年
12
月
〜
平
成
16
年

２
月
生
ま
れ
の
子
ど
も
を
も
つ
母
親
▼
開

催
日
と
内
容
／
▽
５
月
13
日（
木
）離
乳

食
の
進
め
か
た
▽
５
月
20
日（
木
）
小
児

科
医
の
話
と
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
▽
５
月
27

日（
木
）チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
チ
ェッ
ク
▼
時

間
と
場
所
／
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
、

新
南
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
受
講
料
／
３
０

０
円（
材
料
代
）▼
申
込
み
／
電
話
で
新

南
陽
総
合
支
所
健
康
増
進
課
1
61
―
３

０
９
１

糖
尿
病
相
談
会

血
糖
値
は
あ
な
た
の
生
活
次
第
で
変
わ

り
ま
す
。
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
生
活
に
つ
い

て
学
び
ま
せ
ん
か
？
※
電
話
予
約
制
▼
日

時
と
場
所
／
４
月
26
日（
月
）９
時
30
分

〜
11
時
受
付
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
／
保
健
師
、栄
養
士
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

▼
持
参
物
／
健
康
診
査
受
診
結
果
、健

康
手
帳
▼
申
込
み
／
電
話
で
本
庁
健
康

増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

栄
養
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
４
月
12
日（
月
）９
時

30
分
〜
11
時
30
分
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
物
／
健
康
診
査
受
診
結
果
、健

康
手
帳
▼
問
合
せ
／
本
庁
健
康
増
進
課

1
22
―
８
５
５
３

歯
科
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
４
月
５
日（
月
）９
時

30
分
〜
11
時
30
分
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
／
本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―

８
５
５
３

快
眠
の
コ
ツ

快
眠
は
脳
の
疲
れ
を
取
り
、心
身

の
疲
労
を
回
復
し
て
く
れ
ま
す
。

●
午
前
０
時
前
に
就
寝
す
る
「
シ
ン

デ
レ
ラ
睡
眠
」。
午
前
０
時
前
の
睡

眠
１
時
間
は
、そ
れ
以
降
の
２
時
間

に
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

●
明
る
い
日
差
し
を
浴
び
る
。
日
中

起
き
て
い
た
こ
と
を
体
が
自
覚
す
る

こ
と
で
、夜
は
よ
く
眠
る
と
い
う
体

内
時
計
の
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
ま
す
。

●
眠
り
が
浅
い
時
は
、積
極
的
に
遅

寝
・
早
起
き
を
し
ま
す
。
短
い
眠
り

の
ほ
う
が
眠
り
が
深
い
と
い
わ
れ
ま

す
。
熟
睡
す
れ
ば
５
〜
６
時
間
で
心

身
の
疲
労
は
回
復
し
ま
す
。

●
昼
寝
を
す
る
な
ら
、昼
食
後
か
ら

午
後
３
時
ま
で
の
間
に
20
〜
30
分
。

大
切
な
の
は
、短
時
間
で
も
質
の

高
い
眠
り
に
つ
く
こ
と
で
す
。

周南市休日夜間急病診療所

周南市休日歯科診療所

熊毛地域在宅休日当番医

■診療科目 内科、小児科、外科
■診療時間 休日９時～17時・19時～22時

平日夜間 19時～22時
※受付はいずれも終了時間30分前まで

■所在地 慶万町10―9 A 1 32―2299

■診療科目 歯科
■診療時間 10時～12時、13時～15時

※受付はいずれも終了時間30分前まで

■所在地 今宿町3―55 A 1 32―1717

当番医 電話番号

04日（日）松永医院（夢ケ丘入口） 91－3006

11日（日）三丘温泉診療所（十楽） 92－1500

18日（日）松村医院（本町） 91－0303

25日（日）松本医院（大江） 91－6020

29日（祝）小川クリニック（勝間原） 91－5777

●休日当番医テレホンサービス 1 92ー0029
※診療時間は9時～17時　

●いずれも事前に、電話で確認してください。
●保険証及び福祉医療証などを必ず持参してください。



徳山地域新南陽地域
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4月の保健のお知らせなど

倉
くら

増
まし

春
はる

那
な

ちゃん

１歳

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

で
す
。

高
たか

松
まつ

祐
ゆう

次
じ

ちゃん

１歳１か月

こ
ん
な
に
大
き
く
な

り
ま
し
た
。

本庁健康増進課　10834―22―8553
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■けんこう宅配便（健康相談）
健診結果が気になる、見

方がよくわからない。血圧
の値が気になる。糖尿病に
なりたくない。食事はどんな
ことに気をつけたらいい。
歯を大切にしたい。そんな人は、ぜひご利用ください。
◆持参物／健康手帳、基本健診または人間ドックの受
診結果など
相談コーナー
自分の体、健康について振り返ってみませんか？
お手伝いします！お気軽にご利用ください。
◇保健師、栄養士、歯科衛生士によるアドバイス
健康チェックコーナー
◇血圧測定、尿（尿たんぱく・尿潜血・尿糖）検査、体脂
肪測定
◇生活習慣チェック ◇たばこ影響度測定　　
◇味覚チェック（栄養相談日にあわせ実施）
健康応援コーナー
パネル、パンフレット、ビデオなどを活用し健康情報をお

届けします｡
◎ 6日（火） 13：30～15：00 長穂支所
7日（水） 9：30～11：30 湯野支所

○ 12日（月） 9：30～11：30 徳山保健センター
14日（水） 9：30～11：30 粭島公民館

○ 19日（月） 10：30～12：00 須金支所
他の地区も順次巡回します｡

■育児相談（身体測定など）
6日（火） 9：30～11：00 周陽公民館
7日（水） 9：30～11：00 夜市支所
9日（金） 9：30～11：00 櫛浜コミュニティーセンター

◎ 12日（月） 10：00～11：00 向道支所
○◎13日（火） 9：30～11：00 徳山保健センター

（８か月児から）
14日（水） 10：00～11：30 須々万農村環境改善センター
21日（水） 9：30～11：00 鼓南支所

◎27日（火） 9：30～11：00 久米支所

■ 3 歳児健康診査
平成13年4月生まれのお子さんの3歳児健康診査は、

平成16年5月27日（木）に実施します｡4月中旬に健康
診査票などご案内を郵送します｡

新南陽総合支所健康増進課　10834―61―3091
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談（血圧測定など）
6日（火） 9：30～10：30 巣山の山田さん宅
12日（月） 9：30～10：30 西広沢集会所
13日（火） 9：30～10：00 神楽伝承館
15日（木） 9：30～10：30 矢地峠集会所
22日（木） 9：30～10：00 田戸集会所
23日（金） 9：30～10：30 木屋ヶ迫集会所
26日（月） 9：30～10：00 升谷専照寺
27日（火） 9：30～10：00 高瀬集会所
27日（火） 13：30～14：30 川崎会館

■お年寄りの健康相談
1日（木） 13：00～14：00 老人福祉センター
16日（金） 13：00～14：00 老人福祉センター

■育児相談（保健師による乳幼児の相談など）
○ 6日（火） 13：30～14：30 新南陽ふれあいセンター
○◎ 7日（水） 13：30～14：30 新南陽保健センター
○ 14日（水） 10：30～11：30 ほのぼの会館

16日（金） 10：00～11：00 すくすくセンター
23日（金） 10：00～11：00 にこにこセンター

■ 3 歳児健康診査
21日（水） 12：40～13：20 新南陽保健センター

◆対象／平成13年3月生まれの幼児
またはこれまでに健康診査を受け
ていない幼児

◆持参物／健診票、視力・聴力アンケ
ート用紙（対象者に事前に送付）、
少量の尿、母子健康手帳



熊毛地域鹿野地域
鹿野総合支所健康福祉課　10834―68―2332

■リハビリ教室
2日（金） 10：30～12：30 鹿野診療所
16日（金） 10：30～12：30 やまなみ荘

■なでしこの会（痴ほう性高齢者家族の集い）
痴ほう性高齢者の介護をしている家族が話しをする場

8日（木） 10：00～12：00 鹿野公民館

■憩いの広場
こころの病をもつ人の憩いの場

15日（木） 10：00～14：00 鹿野母子健康センター

■乳幼児相談・おっぱい相談
保健師による育児相談、助産師による母乳の相談

13日（火） 10：00～12：00 鹿野母子健康センター

熊毛総合支所健康福祉課　10833―92―0013
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■すみれの会（物忘れがある人のリハビリ教室）
7日、14日、21日、28日。いずれも水曜日の13：30～

15：30。高水ふれあいセンター。※28日のみ熊毛公民館

■でんでん虫の会（痴ほう性高齢者の介護者の集い）
14日（水） 13：30～15：20 高水ふれあいセンター

■育児相談
○◎16日（金） 10：00～11：30 熊毛公民館

■健康相談（保健師による血圧測定など）
12日（月） 9：30～00：00 松舟集会所

■健康教室（健康についての話・座談会など）
6日（火） 13：30～00：00 鶴いこいの里

須野河内交流館

ポリオ（急
きゅう

性
せい

灰
かい

白
はく

髄
ずい

炎
えん

）予防接種の実施について
平成16年度より集団接種から個別接種に変わります。
ポリオ（急

きゅう

性
せい

灰
かい

白
はく

髄
ずい

炎
えん

）予防接種の実施について
平成16年度より集団接種から個別接種に変わります。

■対象 生後３か月～７歳６か月

未満で２回の投与を受けていな

い乳幼児（できるだけ生後３か

月から１歳６か月までに受けてく

ださい）

■実施時期 夏期（７・８月）を除く通年

■持参物 母子健康手帳、ポリオ予防接種予診票

■次の場合は接種（服用）できません。

○麻しん、BCG、風しんなどの生ワクチン接種後４週間

以内の乳幼児

○当日、下痢をしている乳幼児

○その他、医師が不適当と認めた乳幼児

※「予防接種と子どもの健康」を読んで受けてください。

■問合せ

本庁健康増進課 10834―22―8553

新南陽総合支所健康増進課 10834―61―3091

熊毛総合支所健康福祉課 10833―92―0013

鹿野総合支所健康福祉課 10834―68―2332

医療機関名 所在地 電話番号

徳山地域 市外局番（０８３４）

石川小児科内科 周陽２―７―１５ 1２８―７８２２

おおしろ小児科 上御弓丁４１８６―１ 1２２―３１２１

賀屋小児科 桜木３―９―３ 1２９―００７７

かわむら小児科 花畠町４―３ 1３２―０５３５

周南高原病院 須々万本郷２９―１ 1８８―０３９１

竹内医院 戸田２７８３ 1８３―２６００

鼓ヶ浦こども医療福祉センター 久米７５２―４ 1２９―１４３０

徳山中央病院 孝田町１―１ 1２８―４４１１

橋本医院 櫛浜元町 1２５―００１８

新南陽地域 市外局番（０８３４）

上田内科小児科 政所２―６―６ 1６３―００５１

たにむら小児科 川手１―７―１３ 1６４―３０３０

大神診療所 大神３―１２―７３ 1６２―６７４０

熊毛地域 市外局番（０８３３）

ふじわら医院 大河内２５６―１４ 1９１―７１００

鹿野地域 市外局番（０８３４）

国保鹿野診療所 鹿野上３３２９ 1６８―２１９２

受託医療機関一覧
実施については下記医療機関にご相談ください。※要予約
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■５人６脚競技で、勢いよくゴールに飛び込む子どもたち。■企

画・運営を小学生が行った「スーパーキッズ・ダイナミックフェス

ティバル」が３月６日、新南陽球場で開催されました。時折、小雪

がちらつく天気でしたが、参加した約1,500人の子どもたちはは

しで豆をつかむ競技や長なわ競争、輪投げなどを楽しみました。

「春風に誘われて―ゆめ風車―」（4月1日～15日）
CCS（4チャンネル）毎日6時・15時・22時／Kビジョン（11チャン
ネル）毎日9時30分・14時30分・21時30分／岐北テレビでもご
覧になれます。

【人口】158,055人（前月比＋35）
【 男 】 76,033人（前月比＋21）
【 女 】 82,022人（前月比＋14）
【世帯】 65,086世帯（前月比＋39）

●出生102人 ●死亡119人
●転入395人 ●転出343人

「お便り」のコーナーや、「みんなの広場」、「うちのピ

カリ」への、皆さんの参加をお待ちしています。

［発行日］毎月1日・15日

［編　集］周南市広報広聴課

〒745-8655 山口県周南市岐山通1-1

10834ー22ー8232  50834ー22ー8224 

［印　刷］（株）ふじたプリント社

［周南市ホームページ］
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

［Eメール］
広報広聴課　info@city.shunan.yamaguchi.jp
その他の課 TOPページの「主な公共施設」から

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

■市民参加のコーナーを新設

毎月1日号で「プレゼントクイズ」を実施します。クイズ

の解答と合わせて皆さんから市政に対するご意見や記

事に対するご感想などを募集し、「お便り」のコーナーで

ご紹介していきます。

■市政情報や一体感を進めるページを充実

市民のみなさんに市政の動きをより知っていただくた

め、市政情報の充実を図るとともに、読者の皆さんに周

南市民としての一体感を感じてもらえるページを充実し

ます。

■配付される人の負担を少なく

広報の配付に携われてい

る自治会長さんなどの負担

を少しでも軽くするため、こ

れまで広報とは別に発行さ

れていた市や市の外郭団

体が出す全戸配付の印刷

物について、できるものから

広報紙の中に取り込んでい

きます。

周南市の誕生と同時に創刊した「広報しゅうなん」も

今回で23回を数えることになりました。これまで市民の皆

さんから、広報に対しさまざまなご意

見をいただきましたが、「広報しゅうな

ん」ではこのご意見を、できるところか

ら紙面に反映するため、次回４月15

日号から、紙面構成を次のとおり一

部変更します。

（平成16年3月1日現在）

1
2004

4
No.0023

■「すこやか通信」を毎月15日号に掲載

「すこやか通信」は、これまで毎月１日号にその月の

保健のお知らせを掲載していましたが、より早く情報を

お知らせするため、前の月の15日号に掲載します（例

えば、５月分のお知らせは４月15日号に掲載）。休日夜

間急病診療所、休日歯科診療所、熊毛地域在宅休日

当番医のお知らせも同様です。

主 な 変 更 点

広広報報のの紙紙面面ななどど
がが変変わわりりまますす
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